
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士  10/9（火）、22（月） 13:30 ～ 16:00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士  10/17（水） 10:00 ～ 15:00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

人権・行政相談  10/11（木） 13:30 ～ 16:00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談  10/3（水） 9:30 ～ 11:30 役場町民ホール 保健センターｔ 049（294）5511

電話健康相談  平日 9:00 ～ 17:00 保健センターｔ 049（294）5511

育児ほっと相談室  10/1（月） 10:00 ～ 11:45 保健センターｔ 049（294）5511

もの忘れ相談会  毎月第3木曜日 10:00 ～ 12:00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ 049（295）2112 126

子育て相談
なんでも話してみよう

 10/12（金）
10:00 ～ 11:00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ 049（294）4820 10/26（金） 子育て支援センター

教育相談  平日 10:00 ～ 16:30 教育センターｔ 049（295）2525（電話相談可）

心配ごと相談  毎週水曜日 10:00 ～ 12:00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ049（295）3111

消費生活相談  毎週火曜日 10:00 ～ 15:00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外  平日 8:30 ～ 17:00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ 080-2274-1445

  

桂木の歴史と伝承

～観音堂と桂木寺に伝わる史料～

歴史散歩
第 292 回

ま
た
、
同
史
料
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
頃
に
は
、

桂
木
七
堂
は
荒こ
う
は
い廃
し
、堂
の
名
を
残
す
だ
け
と
な
り
、

い
ず
れ
の
本
尊
も
破は
そ
ん損
し
、
観
音
堂
へ
と
移
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
堂
宇
に
あ
っ
た
仏
像
の
内

10
躯
は
、
他
の
寺
院
へ
譲
り
、
残
り
の
仏
は
新
た
な

堂
宇
を
建
立
す
る
際
に
供
養
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
桂
木
観
音
堂
に
残
る
木
彫
仏
群
は
、
そ
の

際
に
各
堂
か
ら
移
さ
れ
た
仏
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

同
時
期
に
奈
良
時
代
の
高
僧
鑑が
ん
じ
ん真

の
弟
子
で
あ
る

天
台
僧
道ど
う
ち
ゅ
う

忠
が
、
東と

う
ご
く国

行あ
ん
ぎ
ゃ脚

し
、
と
き
が
わ
町
の

慈じ
こ
う
じ

光
寺
が
開
か
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

史
料
中
に
記
さ
れ
て
い
る
桂
木
観
音
堂
に
伝
わ
る

創
建
の
伝
承
は
、
慈
光
寺
の
創
建
時
期
と
同
時
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

僧
道
忠
が
慈
光
寺
を
創
建
し
た
と
伝
わ
る
時
期
と

同
時
期
に
、
桂
木
の
地
に
信
仰
の
場
が
造
ら
れ
た
こ

と
は
、
桂
木
山
を
含
め
た
外そ
と
ち
ち
ぶ

秩
父
の
山
が
信
仰
の

霊れ
い
ち地
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
桂
木
山
に
は
、
桂
木
寺
と
観
音
堂
の
み
を

残
す
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
仏

た
ち
が
往お
う
じ時

の
信
仰
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

桂
木
観
音
堂
に
は
、
文
化
８
年
（
１
８
８
１
）
に

当
時
の
住
職
が
再
版
し
た
『
桂か
つ
ら
ぎ木

寺じ

略
り
ゃ
く

縁え
ん
ぎ起

』
と

呼
ば
れ
る
記
録
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

桂
木
観
音
堂
と
桂
木
寺
が
あ
る
桂
木
山
は
、
奈
良

時
代
の
高
僧
・
行ぎ
ょ
う
ぎ基
が
「
大
和
葛
城
山
（
現
在
の
奈

良
県
御
所
市
）」
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
桂
木
山
」

と
名
づ
け
た
と
い
う
伝
承
が
伝
わ
る
山
で
す
。

　

桂
木
観
音
堂
『
桂
木
寺
略
縁
起
』
で
は
、
行
基
が

桂
木
を
訪
ね
た
際
、
桂
木
の
地
に
お
堂
と
仏
像
を

造
っ
た
こ
と
、
行
基
の
造
っ
た
仏
像
の
ご
利り
や
く益

が
評

判
と
な
り
、
多
く
の
信
仰
者
か
ら
寄き
し
ん進

が
あ
り
、
堂

宇
が
建
て
ら
れ
た
と
記
さ
れ
、
そ
の
寄
進
に
よ
り
、

観
音
堂
を
含
め
た
七し
ち
ど
う堂
伽が

ら
ん藍
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
桂
木
寺
略
縁
起
』
と
同
様
の
記
録
が
桂
木
寺
所

蔵
史
料
の
明
和
７
年
（
１
７
７
０
）、安
永
４
年
（
１

７
７
５
）『
諸
し
ょ
ど
う
な
ら
び
に

堂
并
山さ

ん
り
ん林
田で

ん
ぱ
た畑
目も

く
ろ
く
ち
ょ
う

録
帳
』
が
あ
り
ま

す
。

　
『
諸
堂
并
山
林
田
畑
目
録
帳
』で
は
、大
同
元
年（
８

０
６
）
に
観
音
像
が
刻
ま
れ
、
当
初
の
堂
宇
は
山
の

八
合
目
の
付
近
に
縦
十
間け
ん

横
十
五
間け

ん

（
縦
約
18
ｍ
、

横
約
27
ｍ
）
の
堂
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

町の無料相談

現在の桂木観音堂
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漏水確認方法

水道メーターの定期交換について　　

　水道メーター検針がスムーズに実施できるようご協力ください！　　

  問合せ

　
　ｔ

049(2
95)21

12

第 3回

止水栓
（青色か鉄製の丸い蓋）

メーターボックス
（青色か鉄製の四角い蓋）

町管理区域 個人管理区域

（水道課へ連絡）（町指定給水装置工事事業者へ連絡）

配水管

乙止水栓

丙止水栓

浄水場できれいになった水は、道路の下に埋めてある配水管を通って各家庭に送られま
す。配水管から家庭に引き込むためには給水管、止水栓（乙

おつしすいせん

止水栓）蛇口などの「給水装置」
が必要です。この「給水装置」はみなさんの所有物（水道メーターは除く）なので新設
や改造、修理の費用はみなさんの負担になります。
近年、この給水装置の漏水が多く発生しています。漏水は、貴重な水を無駄にするばか
りでなくご家庭での水道料金の負担が多くなりますので、いつもより使用水量が多いと
思ったらどこかで水が漏れていないか確認しましょう。

最初に蛇口などを全部閉めて水を使用しない状態にしてください。次に水道メーターボッ
クスの蓋を開けて、メーターの左側にあるパイロットが回っているかどうか確認してくだ
さい。回っていなければメーターを過ぎてからの漏水はないと思われます。また、蛇口や
壁に耳を当て、「シュー」という水の流れるような音が聞こえるときや、台所や浴室などの
配管がしてある壁やはめ板、給水管が埋めてある付近や水道メーターボックスのまわりが
いつも濡れているときなども漏水の可能性があります。漏水が確認できたときは、町指定
の給水装置工事事業者に依頼して修理してください。修理されるまでの間はムダな水の流
出をさけるため、メーターボックス内の丙止水栓を一時的に閉めておくことをお勧めしま
す。

町管理区域は役場水道課へ、個人管理区域は個人の負担となりま
すので、毛呂山町指定給水装置工事事業者へ連絡してください。

水道メーターは、水道をご使用されている皆様から料金をいただくため、正しく計量され
なければなりません。
そのため、「計量法」により水道メーターの検定有効期間は８年とされています。
毛呂山町では、毎年有効期限を迎えるメーターを定期的に交換しています。

家の中

役場水道課工務係
166

蛇口

メーター

宅地道路

境界

給水管

給水装置

漏水管理区分図

メーター検針ができないと正確

な使用水量がわからず、漏水の

発見も遅れます。

愛犬はメーターや

出入り口から離れ

た場所につないで

おいてください。

メーターボックス

の上に、物を置い

たり、車を駐車し

たりしないでくだ

さい。

メーターボックスの中は、

水や泥が入りやすいので、

いつもきれいにしておきま

しょう。

家の増改築などで、メーターボックスが車

庫・物置・屋内・床下の中などに入らない

ようにしてください。

樹木や草の伸びる季節には、メーター
ボックス付近は短めに刈りこんでくだ
さい。また、メーターまでの通り道は
きれいにしておいてください。
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